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環境調和型製品 
太陽光、風力、水力などの自然そのものが持つエネルギーを利用して、 

地域環境に適した様 な々種類・規模の製品を開発しています。 

ソーラー水中ポンプ 
太陽電池を電源とするソーラー水中ポンプは、商業電源が

供給されていない地域での飲料水給水、牧場での家畜用

給水、農事用など、主に海外での用途が期待されています。

タイ王国の無電化地域では、河川から水を引き揚げ、周辺

村落住民の生活水供給に利用されています。ソーラー水

中ポンプの利用展開を図るためには今後さらに、設置工事

やメンテナンス体制の整備が課題となっています。 

無電化地域に太陽電池で電気を供給 
タイ王国全域に点在する無電化村落に、太陽電池を利用し

た発電プロジェクトを2002年末に完工しました。各村落

の住民は、可搬送式バッテリーに充電し、各家に持ち帰り、

夜間照明やラジオの電源に利用しています。 

最大3ｋＷの太陽電池で発電される電力は日本などでは

一世帯で使用する電力に相当しますが、ここでは一村落当

たり約80世帯の電力をまかなっています。 

久喜市総合体育館様 

ソーラー水中ポンプを利用した給水 

ソーラーパネル設置現場（タイ） 

波崎ウインドファーム 

自然エネルギーを利用した製品開発 

関東地方最大規模のウィンドファーム＊ 
茨城県鹿島灘沿岸の波崎町に1,250ｋＷ×12基（風車 

1基の高さは約100m）の建設を2004年3月に完了し、 

エコ・パワー（株）の子会社波崎ウインドファーム（株）に納

入しました。年間予想発電量約3,500万kWh（一般家庭

約9,700世帯/年）を見込んで

おり、電力会社にグリーン電力

として売電します。 

東京から車で約2時間ほどと都

心から比較的近い場所に立地

しているので、風力発電を多く

の人に身近に感じていただけ

る場にもなっています。 
 
＊ウィンドファーム：大規模風力発電所 
　　　　　　　　　の呼び方。 

体育館の電力を太陽光発電でまかなう 
埼玉県久喜市様の総合体育館に30kW太陽光発電システ

ムを2004年1月に納入しました。体育館南面玄関の屋根

に240枚のソーラーパネルを配し、年間約35,000ｋＷｈ

の発電電力量に達すると試算しています。これは火力発

電所で使用される原油9.0k  分の削減に相当します。 

発電された電力は、体育館内の照明や空調機器、事務所の

ＯＡ機器の電源などに

利用され、館内で余った

電力は、電力会社に売

電されています。分散

型エネルギー供給シス

テムのエネルギーステ

ーションとして地域の

シンボルとなっています。 
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